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はじめに

志木市教育委員会

教育長 白砂 正明

ここに刊行する『田子山遺跡第 121地点埋蔵文化財発掘調査報告書』は、平成 23年度に

教育委員会が受託事業として発掘調査を実施した成果をまとめたものです。

田子山遺跡については、今までの調査成果から、旧石器時代から縄文時代、弥生時代、古

墳時代、奈良・平安時代、中世・近世、 近代までの幅広い時代にわたる複合遺跡であること

が判明しています。

さて、今回報告する第 121地点の調査内容ですが、縄文時代早期の集石や遺物包含層、中-

近世の土坑 l基などが検出されました。遺物では、縄文時代早期の撚糸文系土器などが出土

しました。

このような貴重な成果が得られ、志木市の歴史にまた新たな lペ←ジを追加することがで

きました。

今後もこうした新発見が、郷土の歴史研究に、ひいては幅広い学術研究に役立てられるこ

とを切に願うものです。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた土木工事主体

者並びに土地所有者、そ して深いご理解とご協力そ賜り ました地元の多くの方々並びに関係

者に対し、心から感謝申し上げる次第です。



例 仁ゴ� 

1.本書は、平成� 23年度に発掘調査を実施した、埼玉県志木市に所存する田子山遺跡第� 121地点の

発掘調査報告書である。� 

2.発掘調査は、分譲住宅建設に伴う記録保存を目的として、工事主体者である株式会社たすく(代

表取締役佐藤善孝)から委託老受け、志木市教育委員会が調査主体者となり実施した。� 

3.土器の拓本・実測を除く整理作業・報告書刊行作業については、有限会社アルケーリサーチ(取

締役藤波啓容)に支援業務者委託した。� 

4. 本書は、尾形則敏・徳間彰紀が監修し、編集は藤波啓容が行った。執筆は第� l章第� l節を尾形則敏、

第� 2章者徳留彰紀、その他を藤波啓容が行った。� 

5. 土器の拓本 ・実測は、 星野恵美子・大橋康弘 ・高田美智子 ・林 ゆき子 ・増田千春・松浦恵子・

村田浩美が行った。遺構・遺物のデジタルトレースは田中 歩、 写真撮影は松本和延が行った。� 

6. 表土剥ぎ作業及び埋戻し作業については、株式会社大塚屋商庖(代表取締役綱島正人)に委託した。

7. 本報告に係る出土品及び記録図面� i・写真等は、志木市立埋蔵文化財保管センターに一括して保管

している。� 

8.調査組織

調査主体者 志木市教育委員会

教育 長 白砂 正明(平成 20 年 4 月~)

教育政策部次長 丸山秀幸(平成 23 年 4 月~)

生 涯学習 課長 土 岐隆 一 (平成 21 年 4 月 ~)

生 涯 学 習課主幹 松井俊之(平成 23 年 l 月~)

生涯学 習課キ査 尾 形則敏(平成 21 年 4 月~)

生 涯学習課主任�  松永真知子 (平成 18 年 4 月~)

!I 武井香代子 (平成 22 年 4 月~)


生 涯学 習課主 事 徳留彰紀(平成 22 年 4 月~)


志木市文化財保護審議会 神山健 吉(会長)


井 上園 夫・高橋 長次 ・高橋 豊 ・内田正子(委員)� 

9.発掘作業及び整理作業参加者

。発掘作業

調 査担当者 尾形則敏 ・徳留彰紀

調査員 深井恵 子

調 査 補助員 鈴木浩 子 ・星野恵美子

発掘 協 力 員 江口美智子・大橋 康弘 ・林 ゆき子・ 松浦 恵 子

重機オペレータ 田中 三 二(株式会社大塚屋商居)



0整理作業・報告書刊行作業

調 査 員 青木修 ・深井恵 子

調査補助 員 鈴木浩子・ 星野恵美子

整理協 力 員 大 橋康弘・高田美智  f・林ゆき子 ・増 田 千 春・ 松浦 恵子 ・村田浩美  

10. 発掘作業及び整理作業 ・報告書刊行作業には、以卜の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団・朝霞市教育委員会・

朝霞市博物館・ 新座市教育委員会・和光市教育委員会 ・富士見市教育委員会・ 富士見市立水子員塚

資料館 ・志木市立志木第四小学校

買・ 加藤秀之 ・ハ|畑隼人・隈本健介・小出輝雄・ 斉藤

斯波 治 ・渋谷 寛子・鈴 木一郎 ・照林敏 郎 ・里子沢 均・ 早 坂 慶 人・堀 善 之 ・

前田秀則・松本 富 雄・柳井章 宏 ・山本 龍・和 田 晋治・渡辺邦仁  

11. 本報告に係る文化財保護法に基づく 各種届出等及び指示通知についてはド記のとおりである。

。周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)/平成 23年 9月 13日付け 教生文

第 5- 681号

。埋蔵物の文化財認定について/平成 24年 2月 27日 教生文第 7-275号

凡 例 


1.本報告書で使用した地図は以ドのとおりである。

第 l図 1 :10，000 I志木市全図」アジア航測株式会社調製

第 2図 1 :2，500 ゼンリン電子住宅地図 デジタウン「埼玉県志木市」平成 15年 8月発行

株式会社ゼンリン 

2. 挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

3. 遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 

4. ピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は cmで、ある。また、

同一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。 

5. 遺構挿図版中のド ットは遺物出土位置を示すが、遺物が密集する場合は個体別にド ットマー クを

換えて表示した。番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

6. 遺構挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内にその内容を示したが、遺物挿図版中

のスクリーントーンは、 土器の赤彩範囲を示す。 

7. 遺構の略記号は、以下のとおりである。 

Dニ土坑 s=集石 p=ピット

江 原 11 純・粛藤 欣延 ・
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第� 1章 遺跡の立地と環境

第� l節 市域の地形と遺跡� 

( 1 )地理的環境と遺跡分布

志木市は、崎玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北� 4.71krn、東西� 4.73krnの広がりそ もち、

面積は� 9.06kni、人口約� 7万� l千人の白然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、 荒川(旧入間川〉 の形成した沖積低地が拡がり、

市域西部の本町 ・柏町 ・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。 また、市

内には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流

する柳瀬川の� 3本の川が流れている。

こう した 自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、 柳瀬川 ・新川岸川右岸流域の台地縁辺部に帯状� lこ

分布している。遺跡、は柳瀬川上流から)1固に西原大塚
にしはらおおつか

遺跡(7)、新邸
あらやしき

遺跡(8 )、中道
なかみち

遺跡(5)、城山
しろやま

遺跡�  (3)、中野
なかの

遺跡� (2 )、市場裏
いちばうら

遺跡 (15)、田
た

子山
どやま

遺跡(10)、富士前
ふじまえ

遺跡 (11)、大原
おおはら

遺跡(1� 6)
しゆく

と名付けられている。また、荒川 ・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬場
ぱんぱ

遺跡� (1 2)、宿遺跡(14)、

関根兵庫館跡
せきねむよ うごやかたあと

(1 3)のように 自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり 、将来的には新たな

遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、現在市内の遺跡総数は、 前述した 12遺跡に塚
っか

の山古
やま

Lろやまかいづか

墳� (6)、城山貝塚� (9)そ加えた 14遺跡である (第 l図)。� 

Fわ 遺跡名 遺跡の規模 地目 遺跡の種類 遺跡の時代 主な遺構 主な遺物� 
石主主、晩〕、弥日早~(u信旧石器、 器集中地点、住居跡、 石器、純文・弥生土器、土防器、

2 中 野� 63.010 Irl 畑・宅地 集活跡 古(ずトノ 、後〕

旧石器、 縄 (草jj lJ~晩) 、

平、中・近世土I克、 戸 1寓跡等 須 陶磁掠等、g5恵� 跡、井
内，
塾

石器集中� I也
、土坑

、
、
柏

託
戸

土
井

住居跡、� 
f 地下室、
跡、潜跡、

跡、住居、点石器集中地

E l.' 縄文・昔、

城跡関連、須恵器、陶磁器、古銭、鋳造関
弥生土器、土師昔昔、� 

、奈3 城 山� 79.360 ll¥ 畑・ 宅地 城館跡・集落跡弥(後)、古(前~後)
平、中・近世 通遺物等鋳造関連等

|日石器、縄(早~後)、 土
道

6 塚の山古墳� 800rri 林 古墳つ 古 墳? 古 墳つ なし� 

土坑、方形周波墓、坑益、石骨昔、縄文土器、土師器、須恵滋、
5 中 道� 50.500 rrl 畑・宅地 集落跡 ・墓跡 弥〔後)、占 (布J~後) 、 平 、 地下式抗、 消跡、 路状 陶磁路、古銭、人骨等中・近世� i!!l備等� 

~晩)、 石器集中地点
溝
、住居跡、

戸井墓、土坑、方形周

貝爆、住居跡、土坑、方

|日石昔号、縄 〈前
跡、石器、縄文・弥生土器、土師日昔、� 

須恵器、陶磁器、古銭等奈・、後〕前・古(、)(後弥慕跡集落跡 ・� 

)、後前・古()、中~(早縄貝塚・集落跡・� 

7 西原大塚� 163，930rrl 畑・ 宅地
平、中・ !J: f持跡等近I

弥
等墓

遺
形
段
周溝 、井戸
切状

9 城山貝塚� 900rri 林 貝塚 縄(前) 斜面貝塚 石器、縄文土器、貝
縦(草 tl lJ~晩)、 弥 (後) 、 住居跡、士抗、方形・円

石器、貝縄文・、消跡、跡、 生土器、土師器、
8 新 底日� 16.400 rrl 畑・宅地 中・近I、近代!J: 陶磁骨昔、古銭墓跡 構、ピソト群等� 

縄文・弥生土 2~ 、 t師器、須恵器、世・近、)(後古集落跡・ 墓跡
近代 橋、構跡等

奈・平、中 、形周溝墓、ローム採掘遺10 田子山� 65，000 1バ 畑・宅地� 陶磁 化炭器、 種子等� 

11 富士円リ� 7100 rri 宅 地 集結跡 弥 (後) ~台 (前) 住居跡 弥生土器、土師器� 
12 馬 場� 2.80

，
0rrl 畑 集落跡 古� (胃リ) 住居跡つ 土師器� 

13関根兵庫館跡� 4，900rrl グ、フン ド 館 跡 中世 不明 なし
溝E亦・ 井桁状構築

宿� 7.700 rrl 田 館 跡 中世 オて・石製品� 
物� 

14 

近Jl、Ciiiー古)、(後弥集落跡・ 墓跡� 15 市場袋� 宅 地 住居跡・方形周溝墓 弥生土器、 土師器、かわらけ13，800rrl 代� 
16 大 原 1，700 町1 宅地 不明 近世以降つ 溝跡 なし� 

.6. 
仁� ] 計� 477，900rrl 

平成� 23年� [ 2月2 8円現使

第� l表 志木市埋蔵文化財包蔵地 ム覧
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第� 1節市域の地形と遺跡� 

(2)歴史的環境

次に市内の遺跡そ時代I1出こ概観してみることにする。� 

1.旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野 ・城山 ・中道 ・西原大塚遺跡で確認されている。

中道遺跡では、昭和� 62 (1987)年の富士見・大原線(現ユリノキ通り)のよ;事に伴う発掘調査によ り、

立川口一ム層のN層上部・VI層・VlI層で文化層が確認されており、喋群、石器集中地点が検出されている。

乙れにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見され

ているO

西原大塚遺跡では、 西原特定十地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されて

いる。 石器集中地点は、平成� 6 (1994)年度には� 2ケ所、平成� 7年� (1995)度には� lケ所が検出され、

ナイフ形石器 ・剥片などが発見されている。

平成� 11 ~ 14(1999 ~2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第� 49地点からも立川ロー

ム層の第W層下部から、黒曜石 ・頁岩の石核 ・剥片が約� 60点出土している O

層上部とNローム層の第� 111地点では、立42年に発掘調査が実施された城山遺跡第13(2001)平成

第四層の2ケ所で石器集中地点が確認され、 黒曜石 ・安山岩 ・チャート ・頁岩などの挟入石器・景iJ片

など� 32点が出土している O

半戚� 20・21(2009・2010)年度にかけては、 城山遺跡第� 62地点の発掘調査が実施され、� Iケ所

の石器ブロックが検出されている。

平成� 22 (20 10) 年 3 月 ~5 用 にかけて発掘調査が実施された城山遺跡第 63 地点では、 5 ケ所の試

掘坑を設定し調査を実施したとこ ろ、立川|ローム層の第VII曹を中心とする� 3ケ所の石器集中地点が確

認され、黒曜石の二次加工剥片 ・石核などが� 20点ほど出土している。� 

2.趨文時代

縄文時代では、 西原大塚遺跡を中心lこ中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉 (諸磯式期)の住居跡や土器がやや多く 検出される傾向にある。

ここでは、時代の推移に従って説明することにする。 まず、草創期では、 平成� 4 (1992)年に発掘� 

j11調査が実施された城� 遺跡第� 16地点から爪形文系土器� l点、平成� 6 (1994)年に発掘調査が実施さ

れた城山遺跡第� 21地点から多縄文系土器� 3点、第� 22地点から爪形文系士器� l点、平成� 10 (1998) 

年に発掘調査が実施された田子山遺跡第� 51地点から有茎尖頭器� l点が出土している。

早期では、 遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、 平成� 18(2007)年に発掘調査が実施され

た中道遺跡第� 65地点で検出された早期末葉(条痕文系)の 10号住居跡� l軒が最古のものと言える。

土器と しては、 因子山遺跡で撚糸文 ・沈線文 ・条痕文系土器が出土しているが、御撮神社を中心とす

る東側でやや多く 出土する傾向がある。また、富士前 ・新邸 ・城山遺跡からは、撚糸文系土器が数点

出土し、条痕文系土器は、中野 ・因子山遺跡では炉穴に伴い出土している。

前期では、西原大塚 ・新邸遺跡で黒浜式期、城山遺跡では諸磯式期の住居跡が検出されているO そ

のうち、新邸遺跡のものは貝層をもっ住居跡である。 また、 平成� 2年度に市指定文化財に認定された

城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。� 
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第 1章遺跡の立地と環境

中期になる と遺跡が最も増加する。 特に、中期中葉から後葉の勝坂式~加曽利 E式期にはその傾向

が強くなり、中野 ・城山 ・中道 ・西原大塚 ・田子山遺跡で住居跡を中心に士坑が検出されている。特

に西原大塚遺跡では、現時点で 180軒以上の住居跡が環状に配置していると とが判明 しつつある。中

期末葉からは遺跡が減少し、現在のととろ西原大塚遺跡から敷石をもっ住居跡が l軒確認されるのみ

である。

後期では、白原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡 l軒と加曽手UB式期の住居跡 l軒、遺物集中地点 

lケ所が検出されている。また、その他の遺構としては、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された

田子山遺跡、第 31地点で、土坑 l基が検出され、 下層から称名寺 I式期の土器、上層から H式の特徴を

もっ土器が出土している。西原大塚遺跡、第 54地点でも 2基の土坑が検出されている。

晩期では、中野 ・田子山遺跡から安行 mc式・千綱式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降

市内では弥生時代後期まで空白の時代となる。 

3.弥生時代~古墳時代前期

弥生時代では、現時点において、 前 ・中期の遺跡は検出されていないが、後期末葉から古墳時代前

期と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された因

子山遺跡第 31地点の 21号住居跡は後期中葉に比定されるは J能性があり、その住居跡からは、多数の

土器をは じめ、大量の炭化種子(イネ・ アワ ・ダイズなど)、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考え

る上で重要である O 富土前遺跡では、 『志木市史』にも掲載されているが、 不時の発見 lこ伴い、 寵目痕

をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住届跡が 550軒以旧在認されてお り、 市内

最大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象っ

たと思われる動物形土製品が出土している。

昭和 62 (1987)年以降、西原大塚 ・田子山・市場裏遺跡の 3遺跡において、方形周溝墓が検出され

てきたが、 最新では、半成 15(2003)年に発掘調査が実施された新邸遺跡第 8地点と平成 18(2006) 

年に実施された中道遺跡第 65地点でも、それぞれ l基が確認されている。これによりと日時の墓域が、

集落と単位的なまとまりをもって存在するこ とが明らかになってきたと言えるであろう。

市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、 10号方形周溝墓の溝底から一括出

土した中に畿内系の庄内式の長脚高士不が出土していることに注目される。 また、 平成 11 (1999)年に

発掘調査が実施された西原大塚遺跡第 45地点では、-JlJ.20 mを超える市内最大規模の 17号方形周

溝墓が発見されている。この方形周溝墓の溝からは、 珍しい鳥形土器をはじめ、畿内系の有段口縁壷、

吉ヶ谷式系の童、在地系の壷などと大きく畿内 ・比企地域 ・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土して

いる。 こうした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、当地域の弥生時代後期から

古墳時代前期の歴史を紐解く 手がかりになったことは重要である。 

4.古墳時代中・後期

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡、に

隣接する新邸遺跡で検出されている第 2地点の l号住居跡と平成 15(2003)年に発掘調査が実施さ 
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第 1節市域の地形と遺跡

れた第 8 地点の 2~8 号住居跡は、宙墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。

このことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡から継続して広がった集落跡

ではないかと推測される。

中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が発見されている。その中でも、平成 7 (1995) 

年に発掘調査が実施された中道遺跡第 37地点 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、力マドをもっ

住居跡としては市内最古のものである。 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 7世紀前半から中葉にかけては、縄文中期を越

えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に直い 5世

紀代の住居跡が確認されているととから、柏町地区を中心に存在した集落が、 7世紀前半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取るごとができる。

なお、新邸遺跡では第 8地点で初めて古墳時代後期c7世紀中葉)の住居跡が l軒検出されている。

この住居跡は、 3X3.5 mの小型の長ノ7形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土器 ・炭化

材の他ベンガラ塊が出士している。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡

で 200軒そ越え、次いで中野遺跡で約 50軒、 中道遺跡で約 15軒、因子山遺跡で約 10軒、新邸遺跡

で 1，干を数える。

住居跡以外では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された出子山遺跡第 24地点から、 6世紀後

半以降のものと考えられる 4.1x4.7 mの不整円形で、 2ヶ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が l基

確認されている O

また、平成 14(2002)年に発掘調査された因子山遺跡第 81地点の調査を契機に御巌神社を取り囲

むように外周で推定約 33mの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝ではないかと

考えられている。 

5.奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、現在のとこ

ろ、中野・城山・中道・西原大塚・因子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡はこの時

代を代表とする遺跡として挙げるととができる。城山遺跡では、平成 8 (1996)年に発掘調査が実施

された第 35地点の 128号住居跡から、印面に「冨J1文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、

これは県内でも稀少な例で貴重な資料である。この住居跡からはその他、須恵器坪や猿投産の緑紬陶器

の小破片 l点、布日瓦の小破片 2点などが出土している。最新で、は、平成 20 ~ 21 (2008 ~ 2009) 
ふじゅし ん (;tぅ

年の城山遺跡、第 62地点の調査により、平安時代の住居跡から早朝十二銭の一つである「富害神賓 Jが 

2枚出土しており、 県内でも重要な発見につながっている。

出子山遺跡では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された第 24地点から、住居跡の他、掘立柱

建築遺構・溝跡そして 100基を越える士坑群が検出されている。 平成 6 (1994)年に発掘調査が実施

された第 31地点の 44号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞘が出土している。さ らにカマ ド

右横の床面上からは、東金子窯跡群の前内出製品と鳩山製品の須恵器杯が l点ずつ出土し、土器編年

の基本資料として貴重であると言える。
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第 1章遺跡の立地と環境 

6.中 ・近世

中・ 近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵

庫館跡 ・宿遺跡が代表される遺跡と言える。

城山遺跡では、数次にわたる発掘調査により、『舘村|日記~ (註 1)にある「柏之城落城後の屋敷割
かいこくざっき

の図」 に相当する堀跡などが多数発見されている。最新では、『廻国雑記~ (註 2) に登場する 「大石
おおいし

し な のかみのやかた おおっかじゅうぎょ くぼう

信濃守 館」 が 「柏の城」に相当し、 「大塚十玉坊」についても市内の「大塚」に由来があるという説

が有力と言えるであろう (神山 1988・2002)。

また、平成 7 (1995)年に発掘調査が実施された第 29地点の ]27号土坑からは、馬の骨が検出さ

れている。この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子 (イネ ・オオムギ・コムギなど)も出

土しており、イネの塊状のものは 「おにぎりJあるいは「ちまき」のようなものであるという分析結

果が報告されている O

さらに、 平成 8 (1996)年度に発掘調査が実施された第 35地点では、鋳造関連の遺構も検出され

ている。 130号土坑については鋳造遺構、 134号士坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大

量の鉄淳 (スラッグ)、鋳型、三叉状土製品、砥石な どが出土している。また平成] 3 (2001)年度の

第 42地点からは、 多くの士坑 ・地下室 ・井戸跡が検出される中、 234号土坑から、鉄鍋の完形品が出

土したことは特筆すべきである。この鉄鋼は、 土坑の坑底面に伏せてある状況で出土しており、「鍋被

り葬 Jと呼ばれる風習が志木市でも実在していた可能性が高い。戦同期の資料としては、平成 6 (1994) 

年度に発掘調査が実施された第 21地点から、当市では初めて、鎧の
よぶい

札
さね

である鉄製品 l点と鉄鍛 l点が

出土している。出土した遺構は、 ]9世紀前半の 86号土坑であるため混入品となるが、 「柏の城」に関

連する資料として大変重要な資料に加わったと言える。

平成 11 ~ 14 (1999 ~ 2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第 49地点からは、 E買

を北に向け横臥屈葬された人骨を出土した 67号士坑が検出されている。その他、ピット列・ 土坑 ・溝

跡などが検出されている ことから、この一帯が 『舘村旧記』に記載がある 「村中の墓場」関連に相当

する施設ではないかと考えられる。

中道遺跡では、昭和 62 (1987)年の第 2地点から人骨を伴う地|イ式坑、制立柱建築遺構が検出され、

平成 7 (1995)年の中道遺跡第 37地点からは、人骨と古銭 5枚を出土した土坑墓 l基と 13世紀に比

定される青磁盤 l点を出土した道路状遺構 l条が検出されている。

新邸遺跡では、昭和 60 (1985)年の第 1地点から段切状遺構の平場から多数の土坑 ・地下式坑が検

出され、平成 15(2003)年の新邸遺跡、第 8地点、からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓 2基が検出されて

いる。おそらく、この新邸遺跡から中道遺跡ー荷は、『舘村旧記」に記載がある 「大塚千手堂」 であり、
しょうりんざんかんのん じだい じゅ いん

古くは天台宗の「七堂大伽藍」 を誇る 「松林山観音寺大受院」関連遺構として、 今後は体系的な究明

が必要とされるであろ う。 

7.近代以降

近代以降の遺跡では、 平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第 31地長から、敷島

神社境内に存在する富士塚の築造 (明治 2 ~5 年) に関連する ローム採掘遺構が検出されている。こ

の遺構の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単仲で行 
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第 1節 市域の地形と遺跡

第 2図 因子山遺跡の調査地点c1 /3，000) 
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第� 1章遺跡の立地草案境遺跡の立地と環境

われていたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える� O

平成� 15(2003)年の新邸遺跡第8地点からは、野火止同水跡が検出され、市内初の発掘調査例となっ

た。同水路の基盤面からは水付きの鏡着面が確認され、底面からは大量の向磁器が出土した。

第� 2節遺跡の概要

ここでは、今回本書で報告する出子山遺跡について簡単に概観することにする。

田子山遺跡は、 志木市本町� 2J目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北東約� 1.3 kmfこ位置

している。遺跡は、武蔵野台地の北端部にあたり、 標高は約� 15m、低地との比高差は約� 10mであり、

北西一南東方向に約� 200m、北東一南西方向に約� 480mの広がりをもち、遺跡面積� 65，000rriの規模

を有している。

遺跡の周辺を眺めると、北但� lは際立つた断崖地形になっており、その先には新制岸川を臨むことが

できる。また、 本遺跡の東側には「谷津地」と呼ばれる、大きな谷が入り込んでおり、この開析谷に

面して富士前 ・大原遺跡が分布している� O

遺跡の現況は、古くから個人専用住宅を中心とした小規模住宅が密集している地庶であったが、平

成� 5年以降、急速に進められたマンション・分譲住宅建設といった中規模開発によって、より一層宅

地化が進行し、 畑地 ・空地がほとんど見られない状況にある。

本遺跡は、昭和� 63年に第� l同目の発掘調査が実施され、以後の調査から、縄文時代草創・早・中・後・

晩期、 弥生時代後期、古墳時代後期、 奈良・平安時代、中世、近代の複合遺跡であることが判明している� O

[註]
~ぬ みやはら生 かヌ 色 ん

註� Ir舘村旧記』は、 舘村(現在の志木市柏町 ・幸町 ・館)の名主
し

宮原仲右衛門仲恒
なかっね

が、 享保� 12 ~ 14 (1727 ~ 1729)年に

かけて執筆したものである。

註� 2 Ir廻国雑記』は、 左大臣近衛房嗣の子で、 京都聖護院門跡をつとめた道興准后が、文明� 18年(1486) 6月から� 10う月間、

北陸路から関東各地をめぐり、駿河甲斐にも足そのばし、 奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。� 

[ヨ|用・参考文献]

神山健吉� 1988 11廻回雑記」に現れる大石信濃守の館と十玉坊の所在についての一考察� J Ir郷土志木』第� 7号� 

2002 I道興をめぐる二つの謬説を糾す� J Ir郷土志木』第� 31号� 
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第2章発掘調査の概要 


第� l節調査に至る経緯

平成 23年 2月、土木工事主体者兼土地所有者である株式会社たすく(代表取締役 佐藤善孝)より

志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ土木工事計画地内における埋蔵文化財の取り扱いについて

照会があった。工事計画は、志木市本町二丁目� 1680 -2(145.73rrD内に分譲住宅建設を行うもの

である。

教育委員会は、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地である因子山遺跡(コード� 11228-09-010)に該当

するため、概ね下記のとおり回答した。� 

1 .埋蔵文化財確認調査 (以下、確認調査)を実施した上で、当該地における埋蔵文化財の有無及

び取り扱いについて回答する。� 

2. 確認調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合には、保存措置を講ずること。また、現状保存

及び盛土保存が不可能である場合については、記録保存(発掘調査)を実施する必要があること。

同� 21日、 教育委員会は、確認調査依頼書を受理し、 3月� 9日に確認調査を実施した。調査区の長軸

方向にトレンチを� 4本設定し、パックホーで表土を剥ぎ、遺構確認作業を行った。 その結果、縄文時

代早期後半の土坑� 4基在確認した(第� 3図)。教育委員会は直ちに工事主体者に確認調査の結果を報告

し、同時に埋蔵文化財の保存措置を要請した。

同8月、 保存措置に関する協議を行一った結果、敷地全域において十分な保護層が確保できないため、

記録保存(発掘調査)として取り扱うこととした。

同 25 f=l、教育委員会は、 土木下事主体者から提出された志木市埋蔵文化財保存事業委託申請書を

受理し、土木工事主体者と事前協議老実施した。 同� 9月� 1日、土木工事主体者と志木市 (志木市長

長沼明)の問で、埋蔵文化財保存事業に係る協議書在取り交わし、同日、委託契約を締結した。

以上により、教育委員会を調査主体に、平成� 23年� 9月� 12日より発掘調査を実施した。

第� 2節調査の方法と経過

平成 23年 9月 12日 残土置場が確保できない為、調査区全体を 2区に分割し、 反転する計画で調

)。図3査を実施するこ ととする(第� 

l区 (南半)の表土剥ぎ作業を開始する 残土置場は� 2区(北半)とする。� O

9月� 13日 器材搬入等、調査区の整備を行う� 遺構確認作業の結果、調査区東側� lに集石� l基、ピツO

ト十数本を検出した。また調査区南側に、暗褐色ないし暗茶褐色そ基調とする縄文時

代早期後半の遺物包含層を確認する。調査区全体に、東西方向に延びる幅� 20 cm程度の

畝状耕作痕による撹乱を確認する。� 
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第2章発掘調査の概要

畝状耕作痕による撹乱の除去を行う� 撹乱下から新たにピット数基を確認する。O

9月� 14日 引き続き、撹乱の除去を実施する。

ピットの精査を閣始する。� 

9月� 15日 ピットの完掘写真撮影、 平板測量を実施する。

遺物包含層の精査を開始した。縄文時代早期後半の住居跡である可能性在考慮しつつ、

土器片及び石器、礁について全点 ドッ ト老実施することとする。� 

9月� 16日 引き続き包含層の精査を実施する。遺物出土状態の写真撮影、半板担� IJ量、取り上げを

実施し、精査を終� fする。また、調査区西壁南北方向� lこ1I5<A-A¥調査同南側東西

方向に� B-B'を設定し、 上層堆積状況の観察とセクション図の作成を実施する。� 

6号集石� (6S)の精査を閣始した。セクション� A-A左設定し、掘り下げた。セクショ

ンの写真撮影及び図化を実施した後、完掘した。その後、完掘写真撮影、岡イじを実施し、

精査を終了した。 本日で� l区の精査を終了する。� 

9月� 17日� l区の埋戻し作業老実施した。� 

9月� 20日� 2区の表土剥ぎ作業老実施した。残土置場は� l区とする。� 

9月� 22日 調査区の整備と遺構倖認作業老実施した。その結果、 土坑� l基、ピット数基を確認した。

また、� l区同様、調査区東側を中心に暗褐色ないし暗茶褐色を基調する漸移層在確認

した。調査灰全体が畝状耕作痕の撹乱を受けていることを確認した。

撹乱の除去を行った後、ピッ ト及び土坑� (216D)の精査を開始した。� 216Dは、南北・

東西� jj向に土層観察用のベルトを設定し、掘り下げた� 0 

9月� 26日 引き続きピット及び� 216Dの精査を実施した。完掘写真撮影及び平板測量を実施した0 

¥

9月� 27日 漸移層の精査を開始した。また、 調査区西壁南北方向に� 2区A-A¥調査灰中央東西

方向に� C-C'を設定し、 土層堆積状況の観察とセクション岡の作成を実施する。

本日で� 2区の精査を終了し、器材の搬出を行った。� 

9月� 28日 重機による埋戻し作業を行った。本日で発掘作業を終了する。� 

5rn 

画面ーーー

第� 3図 確認調査時のトレンチ設定図� (1/200) 
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第3章検出された遺構と遺物 


第� l節旧石器時代�  

( 1 ) 概 要

今回の調査では、� l区遺構外から� 18+i器時代のホルンフェルス製のナイフ形わ[器が� l点検出された。

田子山遺跡では現在までの調査で� 18石器時代の遺物はほとんど確認されていないが、 その存在が予

測される資料となった。� 

(2)遺構外出土遺物

遺物(第� 5図)� 

lはホルンフェルス製のナイフ形石器で、� 18石器時代の所産と考えられる。剥片を素材として、素材

打面を基部に用いており、 素材正面の剥離面構成は、 主に右側縁基部方向からの剥離で構成されるが、

規則性は認められない。素材の景� I片形状は、右側縁の急角度連続剥離によって大きく変形しているこJ

とが考えられ、小整形の剥片となる可能性が高い。

右側縁は全体に連続した急角度剥離による三次的剥離がなされ、素材の工、ソジは残らない。 とくに先端

側に向かつての二次的剥離は刃先角が最大 77 0 と長も急角度になる (49 ~ 77 0 )。二次的剥離の打点間距

離は、� 2.58 mm前後となるが、それぞれいくつかの剥離面で単位を形成してやや挟状の縁辺老作り、それぞ

れがきり合わない状況から、大きな鋸歯縁状の縁辺が成形されてい� d 

る。� 10 mmあたりの剥離曲枚数は� 4.28枚(15枚/35.075 mm)となる。

左側縁は全体に大きく素材のフェザ←エッジを残し(刃先角� 

21。前後)、基部のみに微細な急角度剥離を連続している(刃先

0角� 72 前後)。打点間距離および� 10 mmあたりの剥離由枚数は微

細な剥離であるために計測不能である。

いわゆる「二側緑加工」のナイフ形石器で、先端は裏面から正 ててごユ� 2cm 
匝画面画面画面画面画面画面

面に向かつて折れている。
第� 5凶遺構外出土遺物� (4/5)

第� 2節縄文時代�  

( 1 )概要

今回の調査では縄文時代早期前半と半期後半の遺物が検出された。

遺構としては、 集石遺構が� l基、 ピッ トが� 5基検出され、早期前半の遺物包含層が調査区東側在中

心に認められた。集石からは土器� l点、石器� l点、蝶� 10点が検出された。包含属からの出土遺物は土

器� 80点、石器� 9点、操� 68点であり、合計� 157点であった。その他、 遺構外、撹乱からの出土遺物は

土器� 235点、石器� 5点であった。� 
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第2節縄文時 代

(2)集石  

6号集石

遺 構(第6図)

[位 置]� 1区中央西寄り

[構 造]平面形:不整円形。規模:長軸� 39cm/短軸不明/深さ� 12 cm。長軸方位� :N -150-E。

[覆土]  1層。

[遺 物]土器� l点、 石器� l点、楳� 11点。

[時 期]早期前半か。

[所 見]石器、離と も赤化している。掘り込みは浅い。

、 久サ¥ 

震予言 ハ
ミ磁場1川

A- 庁 内 机 パ �  A 守守主主主骨 折1

L 乱/�  

Jcm 

A - 14.0m - A 

蕊総選蕊� 
1m 

l層 暗茶褐色土(ローム粒子 ・ロー

ムブロッ ク老僅かに含む〉


第� 6図� 6号集石c1/30) 

2 

IOcm 

第� 7図� 6号集石出土遺物c1/2・1/3) 

遺物(第7図)� 

[土 器]� 1は早期前半撚糸文系土器様式の第4様式にあたる稲荷台式の口縁部破片である。 口縁部

は平坦状で、内面に若干肥厚する。 施文原体は� L軸巻で条が縦位になるように施文される。施文開始

位置は口縁卜� 12.9ITJJTJからで、条聞は� 4.3mm、原{本 l士痕幅が� 0.8mmで、ある。器面調整は、外面がミガキ

状で口縁部はミガキ、内面は横ナデとなる。胎土には角際状の石英が含まれる。

[石 器]� 2は安山岩製である。敵石類のうち、蔽打痕(上下端)と多くの面に小型円錐状の凹みが

複数で構成される。小型円錐状の凹みは裏面に� l力所、左側面に� 2カ所、正面と左側由との稜部に� 3

カ所認められ、このうち裏面の凹みは比較的大きく、底面に線状の痕跡を持つ� (9.06 49mm、 .x 8. 深さ� 250 

mm)。正面および左側面には部分的な敵打痕が認められ、 右側面と裏由との稜部にはやや面的な蔽打痕

が認められるが、上 ド両端の蔽打痕はいずれも貧弱な痕跡である。

喋 ]集石の喋は石器も赤化している点から、石器としての機能を失ってから集石の構成礁として

用いられていると考えられ、石器を含めると� 12点で構成されている。石材構成は砂岩� 8点、ホルンフェ

ルス� 2点、閃緑岩 ・安山岩各� l点である。接合関係も認められ、それらを勘案すると� 9点で構成され� 
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第3章検出された遺構と遺物

ている。接合後の重量は� 94.3g~ 672.3gで平均では� 368.0gとなり比較的大きな礁で構成されている

点から、離の供給源を特定する必要性があろう� O 

(3 )遺物包含層

遺物包含層は調査区の東側に漸移層部分が確認され(第� 4・8図破線部分東側)、その範囲からプラ

イマリーな状態で土器� 80点、石器� 9点、陳� 68点検出された。

遺構(第8図)

[位 置]調査区東側� 

[検出状況]自然層� IIb層から出土しているが、 東西方向に認められる耕作痕によって部分的に切られ

ている。

[覆 土]自然層� II b層(漸移層) 

[遺 物]土器 80点、 石器� 9点、陳� 68点

[時 期]早期前半~早期後半。� 

[所 見]調査区西側では� II b層(漸移層)は認められなかった。

遺 物(第� 9~ 11図)

[土 器](第 9・10図)� 

1~ 42が早期前半撚糸文系土器様式の第� 4様式にあたる稲荷台式である。� 43が第� 5様式のうちの

器である。ートは早期後半条痕文系47様式のうちの平坂式である。5が第44~ 46稲荷原式、� 

lは口縁部破片で、回転縄文� RLを斜{立に施文し、施文開始位置は口縁部下� 2.5mmで、ある。無文部分

をほとんど持たず、第� 3様式夏島式の名残を残すものである。口縁部は円頭状で外面にやや肥厚する。

器面調整は、外面がミガ、キ状で口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより下位は横ナデ

となる。胎土には角喋状の石英が含まれる。� 

2は口縁部破片であり、形状は平坦状で外面に強く肥厚 し、外削ぎ状の形状となる。施文原体は� R

軸巻で条が縦位になるように施文される。施文開始位置は口縁下� 3.8mmからで、施文単位は� 6条� l単

位と思われる。単位幅は� 12.0mm、単位間隔は� 2.6mm、条聞は� 1.1mm、原体j土痕幅が� 1.1mmである。器

面調整は、外面がミガキ状で口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより下位はナデとなる。

胎土には粒径の大きな角傑状の石英と角閃石が特徴的に多く含まれる。� 

3は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施良原体はL軸巻で条が縦位になる

ように施文される。 施文開始位置は口縁下� 2. からで、施文単位は� 5条� l単位と思われる。単位幅8mm

は� 10.5mm、単位間隔は� 2.2~ 6.2mm、条聞は� l.7mm、原体圧痕幅が1.2mmで、ある。器面調整は、外市

がミガキ状で口縁部分はミガキ、 内面は上端部がミガキで、それより下位はミガキ状と横ナデとなる。

胎土には粒径の大きな角傑状の石英が特徴的に多く 含まれる。� 

4は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始位置は口縁下� 19.7mmからで、施文単位・単位幅は小破片のため不明である。

単位間隔は� 3.7mm、条聞は� 18mm、原体圧痕幅が1.� mmで、ある。器面調整は、外面がミガ、キで口縁部分. 0 

はナデ¥内面ナデとなる。胎+には粒径の小さな円磯状の石英が含まれる。� 

5は口縁部破片であり、形状は外反する円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� L軸巻で条が縦� 
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第� 3章検出された遺構と遺物

位になるように施文される。施文開始位置は口縁下� 24mmからで、 施文単位は� 9条� l単位の可能性が

ある。単位幅は� 18.5mm、単位間隔は� 3.5mm、条閣は� 2.0~ 2.5mm、原体圧痕幅が1.5mmで、ある。器面

調整は、外面がミガキ状で口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより下位はナデとなる。

胎土には粒径の小さな角楳状のh英が特徴的に含まれ、角関石 ・長石が多く含まれる。� 

6は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面lこ強く肥厚する。施文原休はL軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始位置は口緑下� 5.9 mmからで、施文単位は� 4条� l単位と思われる。単位幅

は� 10mmと思われる。単位間隔は� 24mm、条聞は� 24mm、)京体圧痕幅が� 14mmで、ある。器面調整は、外

面がミ ガキ状で口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより下位はミガキ状とナデとなる。

胎土には粒径の小さな角礁状のh英が特徴的に含まれ、角関石・長石が多く含まれる。� 

7は口縁部破片であり、形状は外反した尖頭状で内面にやや肥厚する。施文l京体は� L軸巻で条が縦

位になるよう に施文される。施文開始位置は口縁下� 1.0 mmからで、施文単位は3条� l単位と思われるO

単位幅は� 5.8~ 6.0mm、単位間隔は� 2.0~ 8.0mm、条聞は� 2.6mm、)京体圧痕幅が� 14mmで、ある。 器面調

整は、外面が縦位のナデで口縁部分はミガキ、ナデとなる。胎土lこは粒径の大きな角喋状の石英が特

徴的に多く含まれる。� 

8は口縁部破片であり、形状は円頭状で肥厚は認められない。施文原体はR軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始位置は口縁下� 1.0mmからで、施文単位は� 4条� l単位と忠われる。単位幅は� 7.8

剛、単位間隔は� o ~ 3.8mm、条聞は� 2.8mm、)京体圧痕幅が1.4 mmで、ある。 器面調整は、外面がミガキ状

で口縁部分はナデ¥ 内面はナデとなる。 胎士には粒径の大きな円牒状の七英が含まれ、砂粒が特徴的

に多く含まれる。� 

9は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始位置は口緑� F9.1mmからで、 施文単位は� 5条� l単位と思われる。 単位幅

は� 15.0mm、単位間隔は� 16.7mm以上、条聞は� 3.0mm、原体圧痕幅が1.9mmで、ある。器面調整は、外面が

横ナデのちミガキで口縁部分はミ ガキ、 内面は上端部がミガキで、それより下位は横ナデとなる。胎

土には粒径の小さな角際状の石英が含まれる。� 

10は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始位置は口緑下6.2mmからで、施文単位は� 3条� l単位と思われる。単位幅は� 94 

mm、単位間隔は� 42mm 、原体圧痕幅が1.� で、ある� 器面調整は外面がミガキ状で口縁. 、条聞は� 3.5mm 7mm O

部分はミガキ、内面は横ミガキとなる。胎土には角牒状の石英が多量に、角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

11は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。無文で、器商調整は内外面ともナデ、

指頭圧痕で口縁部分はナデとなる。胎士には粒径のやや小さい円喋状のイT英、 角閃石、 長石、砂粒が

含まれる。� 

12は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。無文で、器面調整は外面、 口縁部分

はミガキ、内面は上端部がミガキ、それより下位はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角喋状の

石英、長石、砂粒が含まれる。� 

13は口縁部破片であり、形状は尖頭:1犬で内面にやや肥厚する。無文で、 器面調整は外面がナデで口

縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより ド位は横ナデとなる。 胎土には角醗状の石英が

多量に、角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

16 
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第3章検出された遺構と遺物� 

14は胴部破片であり、回転縄文� RLを斜位に施文するものである。条聞は1.� 1mm、原体圧痕幅が� 1.4 

mmである� 器両調整は内而はナデとなる。胎土には円喋状の石英、角閃;白、 長石、砂粒、醗が含まれる。� O

15は胴部破片であり、回転縄文� RLを横イ立に施文するものである。条聞は� 2mm、J民体圧痕幅が1.7 

mmである� 器面調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい円喋状の斜方輝七、O

長石、砂粒が含まれる。� 

16は胴部破片であり、回転縄文� RLを斜イウlこ施文するものである。条聞は� 3.3mm、原体圧痕幅が1.� 7 

mmで、ある。 器面調整は外出がナデ¥内出はナデとなる。 胎士には粒径の小さい円陳状の石英、角閃;七、

長石、砂粒が含まれる。� 

17は胴部破片であり、同転縄文� RLを斜位に施文するものである。 条閣は� 2.7mm、原体圧痕幅が1.� 9 

mmである。器面調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角磯状の石英

が多量に、角関石、長石、砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

18は胴部破片であり、回転縄文� RLを斜位に施文するものである。 条聞は� 3.3mm、原体圧痕幅が1.8 

、モコ英、角閃bこは粒径の小さい角磯状のl器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。胎土あるで、mm O

長石、 砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

19は胴部破片であり、同転縄文� RLを斜位に施文するものである。条聞は� 2.4mm、原体圧痕幅が1.� 6 

mmで、ある� O 器出調整は外面が縦ナデ、内面はナデとなる。胎土には角磯状の石英が多量に、 長石、砂粒、

褐色粒子が含まれる。� 

20は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 6条� l単

位と思われる。 単位幅は� 10.5mm、条聞は� 0.8~ 2.2mm、原体圧痕幅が� 0.9mmである。器面調整は外面

、砂粒が含まれる。モゴがミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい円礁状の石英、角閃石、長� 

21は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 5条� l単

位と思われる。単位幅は� 9.7mm、単位間隔は� 4.6mm、条聞は� 0.8~ 1.8mm、原体圧痕幅が� 0.9mmである。

、砂粒;白器面調整は外出がミガキ、内由はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角磯状の石英、長

が含まれる。� 

22は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 5条� l単

位と思われる。単位幅は� 10.1 mm、単位間隔は� 3.7mm、条閣は1.6 ~ 1.9 mm、原体圧痕幅が1.1 mmで、ある。

器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい角喋状の石英、長石、砂粒が含

まれる。� 

23は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 9条� l単

位と思われる。単位幅は� 17.5側、単位間隔は� omm、条聞は1.1~ 2.3mm、原体圧痕幅が1.2mmで、ある。

器面調整は外面がミガキ、 内面はナデとなる。胎士には粒径の小さい角傑状の石英、長石、砂粒が含

まれる。� 

24は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 4条� 1単

位と思われる。単位幅は� 9.5mm、単位間隔は� omm、条閣は1.� 6 mm、原体圧痕幅が1.� 3 mmで、ある。器面調

整は外面がミガキ、内面はナデとなる。 胎土には粒径のやや小さい角疎状の石英が多量に、斜方輝石、

長石、砂粒が含まれる。� 

25は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 8条� 1単

只
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第� 2節縄文時代

ある。器面で、2mm、原体圧痕幅が1.7mm、条聞は l.9mm、単位閣隔は13.8mm位と思われる。単位幅は� 

調整は外面がミ ガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角楳状の石英、角閃石、長石、

砂粒が含まれる。� 

26は胴部破片であ り、 施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 5条� l単

位と思われる。単位幅は� 11.1mm、単位間隔は� o mm、条聞は� 2mm、原体圧痕幅が� 0.8mmで、ある。器面調

整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎士には角操状の石英が多量に、長石、砂粒が含まれる。� 

27は胴部破片 であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるよう に施文される。施文単位は� 3条� l単


位と思われる。 単位幅は� 4.2mm、単位間隔は� 6.2~ 7.9mm、条聞は� 2mm、原体圧痕幅が� 1.2mmである。


器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい円膿状の石英、長石、砂粒


が含まれる。
 

28は胴部破片であり、施文原体はL軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 4条� l単

位と思われる。 単位11届は 8mm、単位間隔は� o mm 1.
、条聞は� 2
 mm、原休圧痕幅が1.9mmで、ある。器面調

整は内面はナデである。胎土には長石が多量に、粒径の小さい角楳状の石英、斜万輝石、砂粒、褐色

粒子が含まれる。� 

29は胴部破片であ り、施文原体はR軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は4条� l単


位と思われる。単位幅は� 9. 、単位間隔は� 7 、条聞は� 2 ~ 7mm 8 で、ある O
5mm .4mm .4 2. 、原体圧痕幅が1.� mm

器面調整は内外面ともミガキである。胎士には角蝶状の石英が多量に、角関石、長石、黒雲母が含まれる。� 

30は胴部破片であり、施文原体は� L(]l反撚り)軸巻で条が縦位になるよ うに施文される。施文単

で、2.2mm、原体圧痕幅がmm2.5、条聞はo mm、単位間隔はmm6.1単位と思われる。単位幅はl条4位は� 

ある。器面調整は内外面ともミガキ状でなる。胎土には角際状の石英が多量に、長石、砂粒が含まれる。� 

l条3軸巻で条が縦位になるよ うに施文される。施文単位はLの破片で、施文原休は� 1)は胴下半音31


単位と思われる。単位l幅は� 6.7mm mm . 、原休圧痕幅が� 2mm、単位間隔は� 3 、条聞は� 25mm で、ある。器面

調整は外面がミガキ状、内面は縦ミガキとなる。 胎土には粒径の小さい角楳状の石英、角閃石、長石、

砂約が含まれる。� 

32は胴部破片であ り、施文原体は� L (]l反撚り)軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単

位は� 3条� l単位と思われる。単位幅は� 9mm、条間は� 2.5mm、原体圧痕幅が� 2.5mmで、ある。器面調整は

外面がミガキ状、 内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角疎状の石英、角関石、長石、砂粒

が含まれる。� 

33は胴部破片であり、開文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。 施文単位は� 5条 l単

ある。器で、mm0.9、原体圧痕幅が9mm2.、条聞は4.6mm側、単位間隔は11.8位と思われる。単位幅は� 

面調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい角探状の石英、角閃石、長石、

砂粒が含まれる。� 

34は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は4条� 1単

位と思われる。 単位幅は� 19mm、単位間隔は� 3 mm、条聞は� 4.5mm、原体圧痕幅が� 2.8 mmで、ある。器面調

整は内外面ともナデである。胎土には角喋状の石英が多量に、長石、 砂粒が含まれる。� 

35は目白|部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。原体圧痕幅が� 0.6mm 

である。器面調整は外面が横ナデのち ミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい角楳状の� 

19-
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第� 10阿包含層出土遺物� 2(1/2) 

石英、長有、砂粒、褐色粒子が含まれる。

36は胴下半部の底部付近の破片であり、施文原体は� L軸巻で条が縦位になるように施文される。施

文単位は� 3条� l単位と思われる。単位幅は� 5.4mm、単位間隔は� omm、条聞は� 1.4剛、原体圧痕幅が 0.7 

器面調整は内外面ともナデである。胎土には角磯状の石英、長石、黒雲母が含まれる。� あるで、mm O

37は胴部破片であり、無文である。器面調整は外面が縦ミガキ、内面はナデとなる。胎土には粒径

のやや小さい角磯状の石英、斜方輝石、長石、砂粒が含まれる。� 

38は胴部破片であり、無文である。器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。胎士には粒径の� 

20 
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やや小さい円楳状の石英、長石、砂粒が含まれる。� 

39は胴部破片であり、無文である。器画調整は外面が縦位ナデ、内面はナデとなる。胎土には粒径

のやや小さい角蝶状の石英、角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

40は胴卜半部の底部付近の破片で、無文である。器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。胎

士には粒径の小さい角礁状の石英、斜方輝石、長h、、砂粒が含まれる。� 

41は胴下半部の底部付近の破片であり、無文である。器面調整は外面がナデ、同心円状圧痕、内由

はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい円醸状の石英、長石が多量に、砂粒、褐色粒デが含まれる。� 

42は胴下半部の底部付近の破片であり、無文である。器面調整は内外面ともナデである。胎士� lこは

粒径のやや小さい角醗状の石英、角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

43は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる


ように施文される。施文開始位置は円縁下� 23.5 mmからで、� 4条� l単位と思われる。単位幅は� 8.8 mm、


条聞は� 2.6~ 3.3mm、原体圧痕幅が� 2.1mmで、ある O 器面調整は外面が横ナデで口縁部分はミガキ、 内面


は横ナデとなる。胎土には粒径の小さい円磯状の石英、長石が多量に、砂粒、褐色粒子が含まれる。
 

44は口縁部破片であり、形状は尖頭状である。無文で、器面調整は外出が横位ケズリ、横ナデで口

縁部分はナデ¥内由はナデとなる。胎土には粒径の小さい角磯状の石英、角閃石、 長石、砂粒が含まれる。� 

45は胴部破片であり、器面調整は外面が斜位ケズリ、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さ

い角磯状の石英、 長石、砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

46は胴部破片であり、器面調整は外由が斜位ケズリ、内面はナデとなる。胎士には粒径の小さい角

楳状の石英、角閃石と長石が多量に、砂粒が含まれる。� 

47は早期後半条痕文系土器の口縁部破片であり、形状は円頭状で均等やや肥厚する。無文で、 器面

調整は内外面とも横ナデで口緑部分はナデとなる。胎土には円礁状の角閃石、長石、繊維状痕跡、褐

色粒子が含まれる。

[石器] (第� 11図)� 

48は安山山製の石錘である。小型薄手の肩平磯あるいは肩平に成形した礁片を素材とし、剥離を伴

う敵打によって上下端に凹部を作り出している。これらは両極蔽打によるものと考えられ、上面の剥

離が小さく、下由の剥離が大きく生じている。 正面、裏面ともに縁辺をのぞく大部分が磨痕で覆われる。� 

49はホルンフェルス製の二次的剥離のある牒である。右側縁には表裏の交瓦最iJ離が認められ、これ

による刃先角は 68~79 0 となる。 左側緑は折れ面との境で喋面の稜頂部に細い敵打が認められており、

上面は裏面から正面� lこ向かつて折れているが、この下F禄に縁辺稜敵打が認められる。下面は裏面方向

0への剥離で、打面を形成し、正面方向に連続した剥離を加えている。この部位のメ� J先角は� 74 となる。� 

50は粘板岩製の二次的剥離のある剥片である。 正面の原礁面上には素材剥離前の石製品の磨痕と考

えられる浅い磨面が認められる。裏面はいくつかの割れ円錐が左右側縁に認められ、 素材剥離前に側

面方向からの打撃が加わったものと考えられる。下面は主� lこ裏面方向に顕著に不規則な剥離痕が認め

られ、正面側には微細な不規則・非連続剥離が生じている。縁辺は直線的で台石� lこ接している状態で

の剥離であると考えられる。上面は裏面から正面方向への折れど砕けによって構成され、 上下の様態

は両極剥離によって生じた可能性が考えられる。� 

51は砂岩製の磨石類のうち、磨由(正裏面)と乙れを切る円錐状の凹み(正面)、磨面に切られる� 
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面的敵打痕(裏面)で構成される。このことから面的蔽打→磨面→円錐状の凹みの推移がうかがえる。

円錐状の凹みは、長さ� 20.76mm、幅 1572mm となり 、円錐の底由はやや線状となるが、. ，深さ� 3.62mm

全体的に荒れていて不明瞭である。 磨面は中央で顕著で、その周囲に弱 く形成され、特に中央部は麿

面が平坦に近い形をとるc 右側面の一部は被熱により弾けている。� 

52は閃緑岩製の磨石類で、 表裏両面の磨面と周縁の敵打痕で構成される。� J書面は両両とも縁辺部を

のぞくほぼ全面に及び、緩い湾曲を示す。 敵手丁は残存部位から上司lから右側由にかけてのみ認め られ

るが、幅� 7.91~ 11.64mmと� 10mm前後で、ほぼ安定している。おそらく全周にわたって この蔽打痕が巡

ると考えられ、敵打痕はやや穏やかな状態の部分が多いが、部分的に痘痕状となる部位も認められる。� 

53は砂岩製である。敵七類のうち、醸面の稜頂部への面的敵打痕で構成される、いわゆる特殊磨石

である。面的蔽打痕の大きさは、長さ� 62.23mm(残存部位)、幅最大� 21.42mm、安定部幅� 12.78mmとなる。

この敵打痕は細かな求iJ離を伴うものの� 9の面的敵打痕跡に比べてやや穏やかな蔽打痕である。� 

54は砂岩製である。高支石類のうち、喋面の稜頂部への面的敵打痕と破砕面の縁辺稜の線状敵打痕で

構成される。喋面の稜頂部の画的敵打痕は� 3力所にわかれ、いずれも剥離を伴う 粗い敵打痕であ り、

一番広い敵打痕は長さ� 25.74mm、幅� 15.51酬をはかり、礁の形状変換点に位置する。他の� 2カ所は長

さ 5.62mm、幅 5.24mm、長さ� 1119mm、幅 5.44mmと限定的な痕跡が点在している。破砕面の縁辺稜の

線状敵打痕は、 左右側縁、上部縁辺に認められる。 右側縁に認められる痕跡は最も顕著で、少な くと

も上部から72.59mmの範囲で、は連続した痕跡が残されている。これ以外の場所においても散漫な痕跡

が残され、左側緑、上部縁辺の痕跡は非常に散漫である。� 

55は閃緑岩製の敵七類で、!書面と敵打痕で構成される。)書面は湾曲面となり、 元の磨石の磨直と，考

えられ、高支打痕は右側縁に沿った部位と破砕面の一部の突起先端に認められるが、いずれも比較的穏

やかな敵打痕である。� 

56は多孔質安山岩製の蔽打痕のある陳である。破砕面以外の湾曲のありかたなどから、石皿の破片

に対して敵打が加えられたものであると考えられる。石材の特徴から散打痕と破砕の前後関係は不明

瞭で、高支打痕が石皿整形時のものなのか破砕後の敵きなのかは判別できない。� 

(4 )ピッ卜 

3号ピット

遺構(第 12図)

[位 置]� 1区中央南由寄り

[構 造]平面形:不整円形。 規模:長軸� 19cm 9cm。長軸方位:N-31ow/短軸� 17cm/深さ3 -。

[ 覆土]  1層。

[遺 物] 出土しなかった。� 

17号ピット

遺構(第 12図)

[位 置]� 2区中央北西寄り

[構 造]平面形:円形。規模:径� 28cm/深さ� 25cm。長軸方位:N-89 W。0 -

円
，ハ

/い J
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。1 @t 。1 。1 匂� 1
 
3号ピ� yト� i7号ピ� y 卜� 20号ピ� yト� 21号ピッ ト 22号ピ、ノ 卜� 

3号1:'ッ卜 明茶褐色士 口←ム}付子 ・ローム小ブロッ クを含む� 1m 

17号ピット明茶褐色土 ローム粒子 ・ローム小ブロック者多く、炭化物粒子を僅かに含む� 

20号ピット 明茶菓色土 ローム粒子を多く、ローム小ブロックを含み、 炭化物粒子を僅かに含む� 

21号ピット 暗茶褐色土 ローム粒子 ・ローム小ブロック・ 炭化物粒子を僅かに含む� 

22号ピット明茶菓色土 ロ ム粒子を多く、ロ ム小ブロックを含む

第� 12図� 3・17・20・21・22号ピット(1� /30)


[覆土] ]層。� 

[遺 物]出土しなかった。� 

20号ピッ卜

遺構(第� 12図)

[位 置] 2区南西端

[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸� 26cm/短軸� 24cm/深さ� 37cm。長軸方位:N-50-E。

[覆土] 1層。

[遺 物]土器が� 2点出土している。� 

21号ピット

遺構(第�  12図)

[位 置] 2区北西側やや南寄り

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 27cm/短軸� 25cm/深さ� 27cm。長軸方位:� N-530-W。� 

[覆土] 1属。

[遺 物]土器が� 2点、礁が� l点出土している。� 

22号ピット

遺構(第�  12図) 

[位 置] 2区南東隅

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 26cm/短軸� 23cm/深さ� 29cm。長軸方位:� N-690- W。

[覆土]  1層。

[遺 物]出土しなかった。� 

( 5 )遺構外出土遺物

[土器] (第 13・14図) 

l が早期前半撚糸文系土器様式の第 2 様式にあたる井草式、 2~38 が第 4 様式にあたる稲荷台式で

ある。� 39は早期後半条痕文系土器である。� 

lは口縁部破片であり、 口縁部は外反し、肥厚する。口緑端面・内面に回転縄文� RLを横位に施文す

る。外面には回転縄文� RLを縦位に施文し、 施文開始位置は口縁下� 7.0rnrnからで、 条聞は� 2rnrn、原体圧� 
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mmで、ある� 器面調整は外面が口禄外反 卜指頭圧痕で口縁部は� RL横位回転、内面はナデとなる。O痕幅が� 3


胎土には長石が多量に、小さい角際状の石英、斜方輝わ、砂粒が含まれる。
 

2は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚し、外再IJぎの形状となる。回転縄文� RLを斜

位に施文し、施文開始位置は口縁下� 1.5mmからで、条聞は� 3.0~ 3.5mm、原体)土痕幅が� 2.1mmである。

器面調整は外面、口縁部分はナデ、内面は上端部がミガキで、それより卜位はナデとなる。胎士には

やや小さい円楳状の石英、角閃石、長石、砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

3は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。 回転縄文� LRを斜位に施文し、施文開

始位置は口縁下� 3.0mm . である。器面調整は内外面がナデでからで、 条聞は� 25剛、 原イ本庄痕幅が� 2mm

口縁部分はミガキとなる。胎土には角磯状の石英が多量に、 角閃石、長石、砂粒、黒雲母が含まれる。� 

4は口縁部破片であり、形状は円頭状で外由に強く肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ように施文される。 施文開始位置は口縁下� 6.8mmからで、施文単位は� 7条� l単位と思われる。単位幅は� 

12.6mm、単位間隔は� 3mm ~ . 、原体圧痕幅が� 0. である。器面調整は外面がミガ、条聞は� 1.5 25mm 6mm

キ状で口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、 それより下位はナデとなる。胎土には角醸状の

石英が多量に、斜方輝石、長干ゴが含まれる。� 

5は口縁部破片であり、 形状は尖頭状で内面にやや肥厚し、外自Ijぎの形状となる。施文原体は� L軸巻

で条が縦位になるよ うに施文される。施文開始位置は口縁下� 5.7 mmからで、施文単位は� 3条� l単位と

思われる。 単位l幅は� 3.4mm、条聞は1.8mm、原体圧痕幅が� 1.4mmで、ある。 器面調整は外面がミガキ状で

口縁部分はミガキ、内面はミガキとなる。 胎土には角磯状の石英が多量に、長行、 褐色粒子が含まれる。� 

6は口縁部破片であり、 形状は円頭状で外面に強く肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になるよ

うに施文される。 施文開始位置は口縁下� 10.5mmからで、施文単位は� 4条� l単位と思われる。単位幅は� 

2.


9 mm、単位間隔は� 5
 、原体圧痕幅が2mm条聞は目、.5mr 1.3mmである。器面調整は外面、口縁部分はミガ

キ、内面は上端部ミガキとなる。胎土には小さい円楳状の石英、斜方輝行、長七、 妙、粒が含まれる。
 

7は口縁部破片であり、形状は平坦状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になるよ


うに施文される。 施文開始位置は口縁 ト1. からで、施文単位は� 4条� l単位と思われる。単位幅は� 3.4
0mm

mm、単位間隔は� 3.5mm、条問は� 2.0~ 2.5mm、原体圧痕幅が� 1.8mmで、ある。器面調整は外面がミガキ状

土には小さい円磯状の石英、 長七、砂粒、礁が含まれる。目白で口様部分はミガキ、内面はミガキとなる。� 

8は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になるよ

うに施文される。 施文開始位置は口線下� 7.5 mmからで、施文単位は� 5条� l単位と思われる。単位幅は� 

10


ミガキで口縁部分はミガキ、内面は剥落している。胎土にはやや小さい角楳状の石英が多量に、 長七、


砂粒、褐色粒子が含まれる。
 

9は口縁部破片であり、形状は平坦状で外出にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になるよ


うに施文される。施文開始位置は口縁ド� 2.5mmからで、施文単位は� 3条� l単位と思われる。単位幅は� 6.5
 

. 、単位間隔は� 6mm 0 3.0mm 上痕幅が� 1.1 である。 器面調整は外面が横ナデ・6mm 、条聞は� 2. ~ 、原体) mm

0.mm、単位間隔は� 12.0mm、条聞は� 2 ~ 
 O3.0mm、原体圧痕幅が� 0.3mmである� 器面調整は内外面、口縁部

分ともミガキ状となる。胎士には粒径の小さい円操状の石英、角閃布、長布、 砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

10は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚し、外削ぎの形状となる。施文原体はR軸

巻で条が縦位になるように施文される。施文開始位置は口縁 卜4.7 mmからで、 施文単位は5条� l単位� 
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と出われるO 単位幅は� 11.3mm、単位間隔は� omm、条聞は� 2 ~
5.
 3
. 、原体圧痕幅が1.� で、ある。5mm 9mm

器面調整は外面が横ナデ ・ミガキ状で口縁部分はミガキ、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小

さい角傑状の石英が多量に、長石、砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

11は口縁部破片であり、形状はU字状である。施文原体は� L軸巻で条が縦位になるよ うに施文される。

施文開始位置は口縁下 3.0mmからで、施文単位は4条 l単位と思われる。 単位幅は� 9.1mm、単位間隔は� 

4mm、条聞は� 3mm、原体圧痕幅が� 1.5mmである。 器面調整は外面がミガキ状で口縁部分、内面はナデと

なる。 胎七には粒径のやや小さい角際状の石英と長石が多量に、角閃石、砂粒が含まれる。� 

12は日縁部破片であり、形状は円頭状で外面に強く肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文閣始位置は口縁下� 22.5mmからで、施文単位は� 6条� l単位と思われる。単位幅

は� 155側、 単位間隔は� 12mm 、原体圧痕幅が1.9mmで、. 、条聞は� 3mm ある。器面調整は外面がナデで口

縁部分はミガキ、内面はナデとなるc 胎土には粒径のやや小さい円磯状の石英が多量に、 角閃石、長石、

砂粒、礎、片岩が含まれる。� 

13は口縁部破片であ り、 形状は平坦状で内面にやや肥厚する。施文原体は� R軸巻で条が縦位になる

ある。器で、4mm、原体圧痕幅が 1.3mmからで、条聞は7.6mmように施文される。施文開始位置は口縁下� 

面調整は外面がミガキ状で口縁部分はミガキ、 内面はミ ガキとなる。 胎土には粒径のやや小さい角醗

状の石英が多量に、長石、褐色粒子が含まれる。� 

14は口縁部破片であり、 形状は平坦状で外面にやや肥厚する。施文原体はR軸巻で条が縦位になる

よう に施文される。 施文開始位置は口縁下� 10.0mmからで、施文単位は� 3条 l単位と思われる。単位幅

は� 5.4mm 25mm .0 4.0mm 8mm、単位間隔は� 1. 、条聞は� 3 ~ 、原体圧痕幅が� 2. で、ある。器面調整は外面が

ミガキ状で口縁部分はミガキ、内面はナデとなる。胎土には粒径のややノトさい石英が多量に、角閃石、

長右、砂粒が含まれる。� 

15は口縁部破片であり、形状は円頭状で均等やや肥厚する。施文原体はR軸巻で条が縦イ立になるよ

うに施文される。施文開始位置は口縁下1.5mmからで、施文単位は3条� l単位と思われる。単位幅は8mm、

条聞は� 5mm、原体圧痕幅が� 1.2mmで、ある。器面調整は外面、口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、

それより下位はナデとなる。 月台土には角傑状の石英が多量に、 長石が含まれる0 

16は口縁部破片であり、形状は平坦状である。施文原体は� L軸巻で条が縦位になるよう に施文される。

施文開始位置は口縁下� 12.2mmからで、 施文単位は� 3条 l単位と思われる。 単位幅は� 11.1mm、単位間

隔は� 5.0~ 7.0mm、条聞は� 5.0~ 7.0mm、原体圧痕幅が� 2mmである。器面調整は外面が横ナデ・ミガ

キで口縁部分はミガキ、内面はミガキとなる。胎土には粒径の小さい円醸状の石英、斜方輝石、 長石、

砂粒が含まれる。� 

17は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面にやや肥厚する。施文原体はR軸巻で条が縦位になる

ように施文される。施文開始怜置は口縁下� 4. からで、原体圧痕幅が 0.9mm ある。器面調整は外面で、0mm

がミガキ状で口縁部分はミガキ、内面は指頭押圧となる。胎土には粒径のやや小さい角磯状の石英が

多量に、長石が含まれる。� 

18は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面に強く肥厚する。無文で、器面調整は外面が剥落が多く、

口縁部分はミガキ、� I1-J面は横山ミガキとなる。胎土には粒径の小さい角喋状の石英、斜方輝石、長石、

砂粒が含まれる。
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19は口縁部破片であり、形状は平坦状で外面� lこ強く肥厚する。無文で、器面調整は内外出、 口縁部

分ともミガキとなる。胎土には粒符の小さい角傑状の石英、角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

20は口縁部破片であり、形状は尖頭状で内削ぎの形状となる。無文で、器面調整は外面が横ナデで

口縁部分はミガキ、内面は横ナデとなる。胎士には粒得の小さい角磯状の石英、斜方輝石、長石、砂

粒が含まれる。� 

21は口縁部破片であり、形状は円頭状で外由にやや肥厚する。無文で、器面調整は外由が横ミガキ

で口縁部分はミガキ、内面は横ナデとなる。胎土には粒径の小さい角醸状の石英、長石、砂粒、褐色

粒子が含まれる。� 

22は口縁部破片であり、形状は円頭状で内面にやや肥厚する。無文で、器面調整は外出� iが横ミガキ

で口縁部分はミガキ、内面はミガキとなる。胎土には粒径のやや小さい円礁状の石英、長石、砂粒、

褐色粒子が含まれる。� 

23は口縁部破片であり、形状は円頭、状で外面にやや肥厚する。無文で、器面調整は外面がミガキ状

で口縁部分はナデ、内面はナデとなる。胎士には粒径の小さい角楳状の石英、角閃石、長石、砂粒、

褐色粒子が含まれる� O 

24は口縁部破片であり、形状は尖頭状で外出iにやや肥厚し、外削ぎの形状となる。無文で、器面調

整は外面、口縁部分はミガキ、内面は上端部がミガキで、それより下位はナデとなる。胎士には粒径

の小さい円磯状の石英、斜方輝石、長石、砂粒が含まれる。� 

25は口縁部破片であり、形状は円頭状で外面に強く肥厚し、外削ぎの形状となる。無文で、器面調

整は外面が横ナデで口縁部分はミガキ、内出iはナデとなる。胎土には粒径のやや小さい円醗状の石英、

角閃石、長石、砂粒が含まれる。� 

26は胴部破片であり、 回転縄文� RLを斜位に施文し、条聞は� 2.1mm、)京体圧痕幅が� 2.9mmで、ある。、

器面調整は内面はナデである。胎土には粒径の小さい円礁状の長石、砂粒が含まれる。� 

27は胴部破片であり、回転縄文� RLを斜位に施文し、原体圧痕幅はl.5mmで、ある。器面調整は内由

はナデである。胎士には円磯状の長石が多量に、砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

28は胴部破片であり、回転縄文� RLを斜位に施文し、条聞は� 5.1mm、原体圧痕幅が� 3.2mmで、ある� 器O

面調整は外由がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粒径のやや小さい円喋状の石英、角閃石、 長石、

砂粒、褐色粒子が含まれる。� 

29は胴下半部破片であり、回転縄文� RL在斜位に施文し、条聞は� 2mm、原体圧痕幅が� 2mmである。

器面調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる� 胎土lこは粒径のやや小さい角陳状の石英、角閃石、O

長石、褐色粒子が含まれる。� 

30は胴部破片であり、施文)反体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 6条� l単

位と思われる。単位幅は� 1 l.7mm、単位間隔は� 3.5mm、条聞は� 2mm、原体圧痕幅がl.1mmで、ある。器面

調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には角楳状の石英が多量に、斜方輝石、長石が含まれる。� 

31は胴部破片であり、施文原体は� R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は� 4条� l単

位と思われる。単位幅は� 8.1mm、単位間隔は� 4.8mm、条聞は� 2.0~ 2.8mm、原体圧痕幅がl.� 7mmである。

器面調整は外面がミガキ、内面は縦ミガキとなる。胎土には粒径の小さい円醸状の石英、斜方輝石、長石、

砂粒、褐色粒子が含まれる。� 
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第 3章検出された遺構と遺物 

32は胴部破片であ り、施文原体は L軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 4条 l単

位と思われる。単位幅は 9.6 mm、単位間隔は 4.9mm、条聞は 2.2mm、原体圧痕幅が 1.6mmである。器面

調整は内外面ともナデである。胎土には粒径のやや小さい角際状の石英が多量に、長石、砂粒が多量

に含まれる。 

33は胴部破片であり、施文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 4条 l単


位と思われる。 単位幅は 14.7mm、単位間隔は 3.9mm、条聞は 2.2 ~3.7 mm、原体圧痕幅が1.5mmで、ある。


器面調整は内外面とも ミガキ状である。胎土には角楳状のZゴ英が多量に、長石、褐色粒子が含まれる。
 

34は胴部破片であり、施文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 8条 l単

位と思われる。単位幅は 20.2側、条聞は 2.5 mm、原体圧痕幅がl.7mmで、ある。 器面調整は外面がミガキ状・

横ナデ、内面はナデとなる。胎土には粒径の小さい円操状の石英、長石、砂粒、褐色粒子が含まれる。 

35は胴部下半破片であり、施文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 4条 

l単位と思われる。単位幅は 10.3 mm、単位間隔は omm、条聞は 2.5 mm、原体圧痕幅が l.1mmで、ある。

器面調整は内外面ともナデとなる。胎土には粒径のやや小さい角楳状の石英が多量に、長石が含まれる。 

36は胴部破片であ り、施文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 6条 l単

条聞は 26mm、位と思われる。単位幅は 14.3mm、単位間隔は 9.2 ~ 16.5 mm、 . 原体圧痕帽がl.2mmで、ある。


器面調整は外面がミガキ状、内面はナデとなる。胎土には粘径の小さい円諜状の千1英、斜方輝石、長石、


砂粒、褐色粒子が含まれる。
 

37は胴部破片であり、施文原体は R軸巻で条が縦位になるように施文される。施文単位は 4条 l単

位と思われる。単位幅は 11.5mm、単位間隔は 13.4mm、条聞は 2.7mm、原体圧痕幅が 0.8mmで、ある O 器

面調整は外面がミガキ状、 内面はナデとなる。 胎士には角醗状の石英が多量に、長h、褐色粒子が含

まれる。 

38は胴部破片であり、施文原体は L(11反撚り )軸巻で条が縦位に施文される。 条聞は 4.0 mm、原

月台士には粒径のやや小さい角ある。器面調整は外面がミガキ、内面はナデとなる。で、mm3.0体圧痕幅が 

磯状の石英が多量に、斜方輝石、長石が含まれる。 

39は胴部下半底部付近破片であ り、 貝殻背面を使って縦位に施文される。単位間隔は 5.5mm、条聞

は l.3mmである O 器面調整は外面が員殻条痕、内面はナデとなる。胎土には粒俸の小さい円楳状の長石、

砂粒、繊維状痕跡が含まれる。

[石 器] (第 14図) 

40は黒曜石製の石鯨で、縄文時代の所産と考え られる。ー二次的剥離は表裏両由ともに器体奥に及ぶ

ため、素材を推し量る ことは難しいが、折れの及ばない左側縁の稜線位置から、剥片が素材 となって

いると考えられる。二次的剥離の剥離順は、大きく見て左側縁裏(右下→左JJ・右側縁表(右下→左

上)、左側縁表 (右上→左下)・右側縁裏(右上→左下)、間l部裏(右上→左下)、脚部表 ( )、右下→左上

「、基凹部表(右上→左下)、基凹部裏(左上→右下)となっている (※ 「・」は並行関係、 」は前後関 

0 0 0 先角は端部にJとなり、右側縁のメ53、基凹部で56、脚部で48刃先角は、左側禄で)。係を示す 

過ぎるため、計測不能とした(刃先角が他よりも浅い)。打点間距離は安定しないが、左側縁でJ'Lそ 2.28
 

mm前後、 10mmあたりの剥離面枚数は左側縁で 3.86枚 (8枚/20.69 mm)となる。 右側縁と基凹部の


打点間距離と 10mmあたりの剥離面枚数は残存部位が少ないために計測不能と し、脚部の打点間距離と
 

10 mmあたりの剥離面枚数も、微細な二次的剥離で構成されるため計測不能と した。やや剥離枚数が少
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ないものの、全体形状の完成度から完成品であったと考えられる。 右半の大部分は正面から裏面に向

かつて折れている。� 

41は黒曜石製の不規則市l離のある剥片で、 縄文時代の所産と考え られる。素材は不整形の剥片で、

左右側縁にフェザーエッジをのこし、フェザーエッジの刃先角は、 右側縁で� 500 、左側縁で� 520 と似

たような値を示す。不規則剥離は右側縁で部分的に、左側縁で単発的� lこ生じており、頻繁な不規則剥

離は認められない。末端はウートラパセとなり、 石核の底面を大き く取り込んでいる。 素材打面は裏

由から止面方向に向かつて折れている。� 

42は変質安山岩製の磨製石斧で、 弥生時代の所産と考えられる。石材は、基質 ・鉱物� (紫蘇輝石あ

るいは角関石)から安山岩とみられるものの、 基質 ・鉱物ともにやや様色に変色していることから、変

質安山岩としている。元は左側にさらに大き く広がる扇平片刃の磨製石斧であったと考え られる。右

側面の凹凸から表→裏方向の折れによって欠損し、 その後折れ面を研磨、 一部そ敵打によって整形 し

たものとみられ、乙の部位は痘痕状どならない細かな蔽打痕である。 左側面はすべて蔽打痕で構成され、

乙の部位は上下の縁辺、基部方向で痘痕状のやや粗い蔽打痕が認められるものの、ほ とんどの部位で

細かな敵打痕となる。先後関係は痘痕状→細かな敵打痕と考えられる。 正面および裏面は、 旧肩平片

刃の表由の研磨痕であると考えられるが、部分的にやや細かな蔽打痕が乗っており、側面との境界部は、

角を除去するよう にやや粗い痘痕状の蔽打痕が認められる。上面は剥離を伴う非常に粗い敵打痕のみ

で構成され、刃部は元の扇平片刃の刃部をそのまま用いている。� 

離のある剥片で、素材は正面全体に原蝶面を残す。上下端1)は結晶片岩製の蔽打痕および;次的華� 43


は浅い角度の剥離を伴う敵打痕、左右側縁は非常に急角度の剥離を伴う敵打痕で構成されている。 上

下端のパティナは比較的古く、左右側縁のパティナは比較的新しい。� 

第� 3節中世以降�  

( 1 )土坑  

216号土坑

遺構 (第 15図)� 

置]� 2区凍端付近

造]平面形:長楕円形。 規模:長軸� 170cm/短軸� 110cm/深さ� 16cm。長軸方位� :N-410-Wo 

[遺

t覆士] 1層。� 

物] 出土しなかった。� 

(2)ビット 

12号ピット

遺構(第� 16図)

[位 置] 1区北東側� 

[位

[構

[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸� 34cm/短軸� 29 cm/深さ� 33cm。長軸方位:N-530-Wo 
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第� 3章� 検出された遺構と遺物� 

∞ 	 回� 

¥ 
¥¥ 

ー

216D 
A-

Eω

一_A 

l
l
 m∞ 

A - 2.0m A 
黒褐色土	 ロ ム粒子・ ローム小プロ ックを含み、

小礁を僅かに含む

1m 

画面画副

第� 15図� 216号土坑c1/30) 

O 	 、、ゴニぎグノ� 

1m 4 
12号ピット 黒掲色上 ローム粒子 ・ローム小ブロッ ク者僅かに含む	 IOcm 

第� 16図� 12号ピット� cl/30) 第� 17図	 12号ピット出土遺物c1/3) 

土[覆 l層。

[遺 物]磁器が� l点出土している。

遺 物(第� 17図) 

lは青磁の小皿と思われる

第� 4節 時期不明

4〆
�
 

、
�
 

't-
E
E
E
 

J
 

，、、，， ピッ卜

1号ピッ卜

遺� 構� (第� 18図)

[位 l区南東側置]

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 38 cm 短軸� 34 cm/深さ� 32 cm。長軸方位:N -250 -E。� 

[覆 l層。土

凶

戸
�
 

つ2
 

J



[遺 物]出土しなかった。� 

2号ピッ卜

遺構 (第 18図)

[位 置]� 1区中央南白寄り

[構 造]平面形:楕円形。規模:長

軸� 30cm/短軸� 24cm/深さ� 37cmo 長

0 -軸方位� :N-56 Wo 

[ 覆 土] 1層。

[遺 物]出土しなかった。� 

4号ピッ卜

遺構(第� 18図)

[位 置]� 1区中央

[構 造]平面形:隅丸五形。規模:

長軸� 28cm/短軸� 26cm/深さ� 17cmo 

長軸方位� :N-120-E。

[覆土]  1層。

[遺 物]出土しなかった。� 

5号ピッ卜

遺構(第� 18図)

[位 置]� 1区中央南西寄り

[構 造]平面形:隅丸庁形。 規模� :

長軸� 24cm/短軸� 24cm/深さ� 13 cmo 

長軸方位� :N-270 -E。

[覆土]  1層。

[遺 物]出土しなかった。� 

6号ピット

遺構 (第 18図)

[位 置]� 1区中央南寄り

[構 造]平面形:不整円形。 規模:

長軸� 43cm/短軸� 38crn/深さ� 75crno 

長軸方位� :N-67"-Wo 

[ 覆 土] 1層。

[遺 物]出土しなかった。

第4節 時期不明� 

~@ ~Q ~(Q) 
1号ピ;;c 2号ピット� 4号ピッ ト� 

t@ ~(Q) t~ 

5号ピシ 卜� 7号ピット� 

6号ピy卜� 

9号ピット� A 10号ピット� A 

~ @ 
( 

B号ピッ ト� 
¥/  

( -;/ ピy¥¥10号¥

舞乱� 

¥ 

いtCQ> ~勺

11号ピント� 

13号ピント� 
14号ピン卜� 

~@ t @ t @t@ 
15号ピ';Jト� 16号ピン卜� 18号ピント� 19号ピソ卜

0 1m 
居直面画面画面画面� 

1号ピット 黒縄色土� ローム粒子 ロ←ム小ブロッ クを僅かに含む

2号ピyト 黒褐色土� ローム粒子 ・ロ ム小ブロソケを含む

4号ピッ ト 黒褐色土� ローム粒子 ローム小ブロックを僅かに含む

5号ピジ ト 里褐色土� ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む

6号ピッ ト 黒褐色土� ローム粒子 ・ローム小ブロ ックを僅かに含む

7号ピット 期褐色土� ロ ム粒子 ローム小ブロックを僅かに含む

8号ピット 黒褐色土� ローム粒子 ・ロ ム小プロッタをやや多く含む

9号ピット� A 明何色土 ローム粒子 ローム小ブロッ クを含む

9号ピ ット ーB ，f褐色土 ローム粒子 ・ロ ム小ブロックをやや多く含むH
10号ピット� A 黒褐恒土 ローム粒子 ・口←ム小プロックを含む

10号ピット� B 黒褐色土 ローム粒子 ・ローム小ブロックそ含む

11号ピット黒褐色土� ロ ム粒子・ ローム小ブロ ックを含む

13号ピット 黒褐色士� 口←ム粒子焼土粒子を僅かに含み、ローム小フロックを含む

14号ピ y卜黒褐色士� ローム粒子 ・ローム小ブロックを僅かに含む

15号ピット黒褐色土� ローム粒子をやや多く、ローム小ブロックを含むCl6Pと似る)

16号ピy卜黒褐色土� ロ ム粒子者含み、ローム小ブロックを僅かに含むCl5Pと似る)

18号ピッ ト 黒褐色土� ローム粒子 ・ローム小ブロックを僅かに含む

19号ぜ y卜日百茶褐色土� ロ ム粒子 ・ロ ム小ブロックそ含む(板状傑出土〕

第� 18図時期不明ピッ ト� cl/30) 

q
J
q
u
 



第� 3章検出された遺構と遺物� 

7号ピッ ト

遺構 (第 18図)

[位 置] 1区中央南西寄り� 

[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸� 32cm/短軸� 26cm/深さ� 46cm。長軸方位:� N-460-W。� 

[覆 土] 1層。

[遺 物]出土しなかった。

[所 見] 内部が南東、北西に分かれて深く なっている。� 

8号ピッ ト

遺構 (第 18図〉

[位 置] 1区中央南西寄り

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 22cm/短軸� 18cm/深さ� 39cm。長軸方位:� N-680-E。� 

[覆土] 1層。� 

[遺 物]出土しなかった。� 

9号ピット ー� A

遺構�  (第� 18図)

[位 置] 1区南西側� 

[構 造]平面形:不整方形。規模:長袖� 43cm/短軸� 36cm/深さ� 86cm。長軸方位:� N-50o-E。

[覆 土] 1層。� 

[遺 物]出土しなかった。� 

[所 見] 9号ピット� Bを切り、 中位に段がある。� 

9号ピッ卜-B 

遺構 (第 18図)

[位 置] 1区南西側� 

[構 造]平面形:不整方形。規模:長軸� 36cm/短軸� 32cm/深さ� 52cm。長軸方位� : N-71o-Wo 

[覆 土] 1層。

[遺 物] 出土しなかった。

[所 見] 9号ピットーA，こ切られる。� 

10号ピット� -A

遺 構 �  (第� 18図)

[位 置]� 1区南西側

[構 造]平面形:不整円形。規模:長軸� 37cm/短軸� 29cm/深さ� 39cm。長軸方位:� N-380-E。

[覆 土] 1層。

[遺 物]出土しなかった。� 
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[所 見]10号ピッ ト� Bに切られる。� 

10号ピットーB

遺構(第� 18図)

[位 置]� 1区南西側

[構 造]平面形:隅丸長方形。規模:長軸� 55cm/短軸� 30cm/深さ� 56cm。長軸方位� :N-47"-E。

[覆土]  1層。

[遺 物] 出土しなかった。

[所 見]� 10号ピッ トー� Aを切る。� 

11号ピッ卜

遺構(第� 18凶)

[位 置]� 1区南西側

[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸� 34cm/短軸� 24cm/深さ� 18cm。長軸方位:� N-360-E。

[覆土]  1層。

[遺 物] 出土しなかった。

[所 見] 南西側が深くなっている。� 

13号ピット

遺構(第� 18図)

[位 置]� 1区南東側やや北寄り

[構 造]平面形:隅丸長方形。規模:長軸� 44cm/短軸� 34cm/深さ� 38cm。長軸方位� :N-540-W。

[覆土]  1層。

[遺 物] 出土しなかった。� 

14号ピッ卜

遺構(第 �  18図)

[位 置]� 1区南東側

[構 造]平面形:不整円形か。規模:長軸� 49cm/短軸� 24cm/深さ� 23cm。長軸方位� :N-560-W。

[覆土]  1層。

[遺 物] 出土しなかった。

[所 見] 南西半分を撹乱に切られる。� 

15号ピッ卜

遺構 (第 18図)

[位 置]� 2区北西側

[構 造]平面形:不整円形。規模:長軸� 29cm/短軸� 27cm/深さ� 26cm。長軸方位:� N-440-W。� 
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第 3章検出された遺構と遺物

[覆土] 1層。 

[遺 物]出土しなかった。 

16号ピッ卜

遺構(第 18図)

[位 置] 2区中央北西寄り

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸 27cm/短軸 24cm/深さ 28cm。長軸方位: N-440-E。

[覆土]  1層。 

[遺 物]出土しなかった。 

18号ピッ卜

遺構(第  18図)

[位 置] 2区北東側

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸 27cm/短軸 24cm/深さ 36cm。長軸方位: N-420-E。

[覆 土] 1層。

[遺 物]出土しなかった。

19号ピット

遺構(第 18図)

[位 置] 2区中央北東寄り

[構 造]平面形:隅丸方形。規模:長軸 35cm/短軸 32cm/深さ 13cm。長軸方位: N-460-Wo 

[覆土] 1層。

[遺 物] 出土しなかった。 
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第4章調査のまとめ 


今回の調査では、縄文時代早期前半の包含層と集石� l基が検出され、撚糸文系土器様式のう ち第� 2


様式の井草式から始まり第� 4様式の稲荷台式を中心として第� 5様式の稲荷原・ 王ド坂工tが僅かながらも


検出された。石器類は敵石、 石鍛などが早期前半に属するものと思われ、磨製石斧は弥生時代の太型


蛤刃の再生品と考えられる。


今日の調査の中心的な時期である稲荷台式土器も比較的古い様相といわれる資料から新段階のもの

と思われる資料まで幅を持って検出されている。 このような現象は多くの遺跡で認められ、繰り返し

この地に営みを持ったと通常考えられている。

志木市内の当該期の遺跡は因子山遺跡第� 32・37・39・47・49地点、城山遺跡第� 16・22・34・� 

58・60地点、中道遺跡第 44地点などで遺物が若干認められている。 田子山遺跡では第� 32地点の士

抗から稲荷台式の破片が� 4点検出され、遺構外からも� 9点報告されている。第� 37地点では遺構外か

ら� 17点の稲荷台式土器の報告がなされている。因子山遺跡はそう した点からも市内では最も早期前半

撚糸文系の土器群が発見されている遺跡であるといえるが、その中でも今回の調査のようにまとまっ

た状態で検出されたのは初めてである。また、乙の時期には竪穴住居跡が存在することが判っており、

本地点の周辺に集落跡が存在する可能性が高く 今後の調査に期待したい。

なお、今回の撚糸文土器の記述方法は基本的に小林達雄氏を基本概念に(小林� 1966)、原田昌幸氏


の分類に準拠した(原田� 1991)。


日開・参考文献]

小林達雄� 1966 I縄文時代早期前半に関する問題� J~多摩ニュータウン遺跡調査報告~ rr 多摩二ュータウン遺跡調査会

志木市教育委員会� 1996 I田デ山遺跡第� 32地点の調査J ~志木市遺跡群VIU 志木市の文化財第� 23集� 

1999 I田子山遺跡第� 47地点の調査J ~志木市遺跡群 9 ~ 志木市の文化財第� 27集� 

1999 I出子山遺跡第� 49地点、の調査� J ~志木市遺跡群 9 J] 志木市の文化財第� 27集

原叶昌幸� 1991 ~撚糸文系土器様式』 考古学ライブラリー ニュー ・サイエンス社� 
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所しょ
コー ド 北京毒 東経 調査面積

ざ在い
所収遺跡名�  

市町村 遺跡番号
(0 I " ) (0 ， " ) 調査期間� 

(rrD 
調査原因

地ち

たご やまい せき ょう� 者 市志し 木 し 本ほん ち町 20110912 

田子山 遺跡�  

11228 09-010 35049' 53" 139035'5" ~ 145.73 
分譲住宅 
  

(第 121地点)� 2丁目� 1680-2 建設� 
20110928 


所収 遺 跡名 種目IJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧七器時代のナイフ形石器が遺構器lイ二旧石器時代� 

縄文時代早期 集七� l基 土器・白器 外であるが検出された。縄文時代早

田
た

子山
ごやま

遺
い

跡
きせ

ピッ ト� 5本 陶磁器 期前半撚糸文期の資料としては市内

(第 121地点)
集落

遺物包含屑 で最もまとまっている。

中世以降 土坑� l基

ピット� l本

因子山遺跡は、 武蔵野台地の北端部の縁辺に形成された、日石器時代から近代までの複合遺

跡である。分譲住宅建設に伴い、 平成� 23年度に第� 121地点として発掘調査を実施した。本書

はその成果をまとめた発掘調査報舎書である。
安 約

今回検出された遺構は、 縄文時代早期前半撚糸文期の集石と縄文時代時期不明のピ ット� 5基

が検出された。また縄文時代早期前半撚糸文期の遺物包含層も合わせて検出された。そのほか

中世以降の土坑� l基とピット� l基が検出された。
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